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半
蔵
門
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
（
醍
醐
寺
旧
蔵
）
如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
に
つ
い
て

町 

田　

大 

悟

キ
ー
ワ
ー
ド
：
醍
醐
寺
／
如
意
輪
観
音
／
半
跏
思
惟
像
／
貞
崇

は
じ
め
に

京
都
府
京
都
市
山
科
・
笠
取
山
に
展
開
す
る
醍
醐
寺
は
、
理
源
大
師
聖
宝
（
八
三
二
〜
九
〇
九
）
が
貞
観
年
間
（
八
五
九
〜
八
七
七
）

に
開
い
た
草
庵
を
端
緒
と
し
、
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
に
醍
醐
天
皇
の
御
願
寺
と
な
っ
た
。
聖
宝
没
後
は
、
弟
子
の
観
賢
（
八
五
三
〜
九

二
五
）
が
後
を
継
ぎ
、
延
喜
十
三
年
（
九
一
三
）
に
薬
師
堂
・
五
大
堂
が
完
成
し
定
額
寺
に
列
せ
ら
れ
、
大
寺
院
へ
発
展
を
遂
げ
た
）
1
（

。

ま
た
、
聖
宝
は
自
刻
の
准
胝
観
音
像
、
如
意
輪
観
音
像
を
安
置
し
た
と
さ
れ
、
当
寺
で
は
如
意
輪
観
音
が
篤
く
信
仰
さ
れ
て
き
た
。

表
題
の
木
造
如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
（
以
下
、
本
像
、
挿
図
１
）
は
、
長
ら
く
醍
醐
寺
に
伝
来
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
九
年
に
東
京
・

真
如
苑
の
所
蔵
と
な
り
、
二
〇
二
三
年
に
保
存
修
復
作
業
を
終
え
半
蔵
門
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
公
開
さ
れ
た
。

日
本
に
お
け
る
如
意
輪
観
音
の
造
形
は
、『
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法
要
（
瑜
伽
法
要
）』
等
に
依
拠
し
、
空
海
が
請
来
し
た
原
図
胎

蔵
曼
荼
羅
に
あ
ら
わ
れ
さ
れ
る
、
六
臂
の
姿
で
左
脚
を
横
た
え
、
右
膝
を
立
て
て
右
足
で
左
足
裏
を
踏
ま
え
る
「
輪
王
坐
」
の
坐
法
が
通
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例
で
あ
る
）
2
（

。
し
か
し
、
本
像
は
六
臂
な
が
ら
右
足
首
を
左
腿
に
乗
せ
、
左
脚
を
垂
下
さ
せ
る
半
跏
思
惟
形
に
近
い
特
殊
な
坐
法
を
と
る
。

こ
の
姿
は
本
像
の
他
に
兵
庫
・
神
呪
寺
如
意
輪
観
音
菩
薩
像
が
同
様
の
坐
法
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
の
み
で
、
特
異
な
図
像
表

現
で
あ
る
）
3
（

。

本
像
は
、
そ
の
特
殊
な
図
像
表
現
と
と
も
に
醍
醐
寺
に
伝
来
す
る
作
例
の
中
で
も
制
作
が
十
世
紀
に
遡
る
も
の
と
し
て
注
目
を
集
め
て

き
た
。
し
か
し
、
近
世
以
前
の
伝
来
が
不
明
な
上
に
、
そ
の
図
像
表
現
に
類
例
が
な
く
、
研
究
者
の
間
で
共
通
の
見
解
が
あ
る
と
は
言
い

難
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
本
像
に
つ
い
て
様
式
比
較
か
ら
制
作
年
代
を
推
定
し
、
六
臂
半
跏
形
と
い
う
特
殊
な
像
容
に
つ
い
て
、
誰
が
造

像
を
主
導
し
、
ど
こ
か
ら
着
想
を
得
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
そ
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
半
跏
思
惟
像
が
思
惟
手
の

印
相
を
介
し
て
如
意
輪
観
音
と
み
な
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

一
．
作
品
概
要

ま
ず
は
、
本
像
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
を
確
認
す
る
。
像
高
九
七
・
一
㎝
。
螺
髻
を
結
い
、
正
面
で
上
・
下
二
段
を
元
結
で
括
る
。

天
冠
台
（
紐
二
条
・
列
弁
・
花
形
）
を
戴
く
。
天
冠
台
下
の
髪
は
現
状
毛
筋
彫
と
し
、
天
冠
台
上
の
髪
は
粗
い
毛
筋
彫
と
す
る
。
現
状
、

白
毫
は
あ
ら
わ
さ
な
い
。
耳
朶
は
環
状
貫
通
。
三
道
を
あ
ら
わ
す
。
条
帛
、
裙
、
腰
布
を
着
け
る
。
頭
部
は
僅
か
に
う
つ
む
け
右
に
傾
け

る
。
右
第
一
手
は
右
膝
に
肘
を
つ
き
、
五
指
を
握
り
、
第
二
指
第
二
関
節
を
頬
に
当
て
る
。
同
第
二
手
は
垂
下
し
、
膝
の
外
側
で
数
珠
を

執
る
。
同
第
三
手
は
屈
臂
し
、
腹
前
で
宝
珠
を
掌
上
に
載
せ
る
。
左
第
一
手
は
体
側
に
垂
下
、
伏
掌
し
、
光
明
山
を
掴
む
。
同
第
二
手
は

側
方
で
屈
臂
し
、
肩
外
付
近
で
指
先
に
輪
宝
を
立
て
る
。
同
第
三
手
は
胸
前
で
掌
を
正
面
に
向
け
蓮
枝
を
執
る
。
岩
座
に
腰
を
お
ろ
し
、
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左
脚
を
垂
下
さ
せ
る
。
右
脚
は
足
の
甲
を
左
大
腿
部
半
ば
に
置
き
、
膝
頭
を
持
ち
上
げ
る
。
装
身
具
は
銅
製
の
腕
釧
を
つ
け
、
臂
釧
は
彫

出
す
る
が
、
当
初
部
の
列
弁
は
削
り
落
と
さ
れ
る
。

体
部
右
前
方
に
木
芯
を
込
め
た
カ
ヤ
の
一
材
よ
り
頭
体
幹
部
か
ら
右
脚
の
大
半
、
左
脚
膝
頭
前
ま
で
を
彫
出
し
、
右
足
先
を
含
め
た
左

脚
膝
以
下
、
右
膝
頭
に
別
材
を
矧
ぐ
。
頭
部
は
後
頭
部
か
ら
内
刳
り
を
施
し
、
蓋
板
を
当
て
る
。
体
部
の
内
刳
り
は
背
部
と
腰
部
の
二
箇

所
か
ら
施
し
、
各
開
口
部
に
蓋
板
を
当
て
る
。
内
刳
は
内
部
で
貫
通
し
、
像
底
に
及
ぶ
。
髻
は
上
下
の
元
結
の
間
に
方
形
の
窓
を
開
け
、

そ
の
中
に
舎
利
容
器
を
納
め
蓋
板
を
当
て
る
）
4
（

。
右
第
一
手
の
肘
よ
り
先
、
同
第
二
手
の
前
膊
半
ば
、
手
首
以
下
、
同
第
三
手
の
肘
よ
り
先

に
別
材
を
矧
ぐ
。
左
第
一
手
は
手
先
お
よ
び
光
明
山
ま
で
を
体
幹
部
と
共
木
で
彫
出
し
、
同
第
二
・
三
手
は
肩
以
下
で
別
材
を
矧
ぐ
。
像

底
に
別
材
を
当
て
る
。
な
お
、
体
幹
部
材
に
は
節
が
あ
り
、
用
材
は
必
ず
し
も
良
材
と
は
言
え
な
い
。

保
存
状
態
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
髻
正
面
お
よ
び
後
頭
部
の
蓋
板
、
天
冠
台
上
部
の
毛
筋
彫
、
天
冠
台
（
後
補
の
四
材
を
寄
せ
る
）、

瞼
の
刻
み
、
背
面
に
当
て
た
蓋
板
の
す
べ
て
、
左
第
一
手
腋
下
の
小
材
、
左
第
二
・
三
手
の
肩
以
下
、
右
第
一
手
の
前
膊
半
ば
よ
り
先
、

右
第
二
手
の
手
首
以
下
、
右
台
三
手
の
肘
よ
り
先
、
右
足
先
を
含
む
左
膝
頭
以
下
、
像
底
に
当
て
た
材
、
化
仏
、
腕
釧
の
す
べ
て
、
右
第

三
手
の
臂
釧
、
持
物
の
す
べ
て
を
後
補
と
す
る
。
ま
た
、
髪
際
は
木
屎
漆
で
塑
形
し
彫
り
直
し
て
お
り
、
眼
窩
や
小
鼻
、
上
唇
に
も
補
修

が
認
め
ら
れ
る
）
5
（

。

こ
の
よ
う
に
、
当
初
の
造
形
を
と
ど
め
る
の
は
、
体
幹
部
と
横
た
え
た
右
脚
、
右
足
先
を
載
せ
る
左
大
腿
部
、
垂
下
し
て
岩
座
に
掌
を

伏
せ
る
左
第
一
手
で
あ
る
。
し
か
し
、
頭
部
を
右
に
傾
け
る
体
勢
や
六
臂
の
姿
、
右
足
先
を
左
大
腿
部
に
載
せ
左
脚
を
垂
下
さ
せ
る
六
臂

半
跏
形
な
ど
、
図
像
の
根
幹
に
関
わ
る
点
に
お
い
て
は
当
初
の
造
形
を
伝
え
る
。
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二
．
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

本
像
は
、
主
に
制
作
年
代
、
図
像
解
釈
と
造
像
に
関
わ
っ
た
僧
侶
に
つ
い
て
検
討
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
以
下
に
先
行
研
究
を
確
認
し

た
上
で
検
討
す
べ
き
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
１
）
制
作
年
代

安
藤
更
生
氏
は
、
本
像
を
承
和
期
の
作
例
よ
り
も
落
ち
着
い
た
作
風
を
示
す
と
評
価
し
、
制
作
年
代
は
「
藤
原
中
期
を
く
だ
ら
な
い
も

の
」
と
推
定
さ
れ
た
）
6
（

。
ま
た
、
佐
和
隆
研
氏
は
本
像
の
構
造
に
注
目
し
、
頭
体
を
一
木
か
ら
彫
出
し
、
深
い
内
刳
り
を
施
す
点
か
ら
、
平

安
中
期
に
ま
で
遡
り
う
る
作
例
と
判
断
さ
れ
た
）
7
（

。
井
上
一
稔
氏
は
、
本
像
の
細
身
で
伸
び
や
か
な
造
形
が
、
延
喜
十
三
年
（
九
一
三
）
年

以
前
の
制
作
と
み
ら
れ
る
醍
醐
寺
五
大
堂
大
威
徳
明
王
像
（
挿
図
２
）
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
制
作
時
期
は
五
大
堂
創
建
期
ま
で
遡
る
可

能
性
を
指
摘
さ
れ
た
）
8
（

。
副
島
弘
道
氏
は
、
本
像
の
細
身
な
が
ら
気
宇
を
感
じ
さ
せ
る
造
形
が
天
徳
年
間
（
九
五
七
〜
九
六
一
）
に
制
作
さ

れ
た
醍
醐
寺
千
手
観
音
菩
薩
像
（
挿
図
３
）
の
姿
と
異
な
る
と
し
、
十
世
紀
前
半
の
制
作
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
）
9
（

。
一
方
で
、
水
野
敬
三
郎

氏
は
、
本
像
の
制
作
が
十
世
紀
後
半
に
下
る
可
能
性
を
示
さ
れ
た
）
10
（

。
近
年
、
杉
田
美
沙
紀
氏
は
井
上
氏
の
指
摘
に
加
え
、
本
像
の
衣
文
表

現
が
延
喜
十
三
年
（
九
一
三
）
以
前
の
制
作
と
さ
れ
る
醍
醐
寺
薬
師
三
尊
像
脇
侍
像
（
挿
図
４
）
に
類
似
す
る
と
し
て
制
作
年
代
が
十
世

紀
初
期
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
を
示
さ
れ
た
）
11
（

。

4



半蔵門ミュージアム所蔵（醍醐寺旧蔵）如意輪観音菩薩坐像について

（
２
）
図
像
表
現
と
造
像
に
関
わ
っ
た
僧
侶

本
像
の
図
像
表
現
に
つ
い
て
、
安
藤
氏
は
平
安
時
代
後
期
以
降
に
二
臂
の
半
跏
思
惟
像
が
如
意
輪
観
音
と
さ
れ
る
中
で
、
六
臂
像
に
ま

で
半
跏
形
の
図
像
が
浸
透
し
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た
ほ
か
、
宋
代
彫
刻
の
影
響
の
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た
）
12
（

。
石
川
知
彦
氏
は
、
特
異
な

像
容
の
発
現
に
は
聖
宝
が
関
与
し
、
金
峯
山
寺
に
安
置
さ
れ
た
如
意
輪
観
音
菩
薩
像
の
造
形
が
及
ん
だ
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
た
）
13
（

。
清
水
紀

枝
氏
は
、
本
像
の
造
形
に
つ
い
て
、『
醍
醐
寺
新
要
録
』
中
の
上
醍
醐
如
意
輪
堂
本
尊
が
二
臂
像
で
あ
っ
た
記
述
に
注
目
さ
れ
た
。
加
え

て
、
石
山
寺
本
尊
像
が
如
意
輪
観
音
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
醍
醐
寺
僧
が
関
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
醍
醐
寺
で
は
石
山
寺
系
の

二
臂
像
を
如
意
輪
観
音
と
み
な
す
伝
統
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
同
様
の
如
意
輪
観
音
の
造
形
を
受
け
て
本
像
が
誕
生
し
た
と
さ
れ

た
。
ま
た
、
本
像
の
図
像
の
誕
生
に
は
、
石
山
寺
に
住
し
、
当
寺
の
密
教
化
に
寄
与
し
た
醍
醐
寺
僧
淳
祐
が
深
く
関
与
し
た
と
さ
れ
た
）
14
（

。

杉
田
氏
は
、
本
像
の
坐
法
は
輪
王
坐
の
如
意
輪
観
音
の
造
形
と
七
世
紀
の
左
足
を
踏
み
下
げ
思
惟
す
る
形
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る

と
し
、
本
像
の
図
像
が
「
意
楽
（
儀
軌
に
説
か
れ
な
い
図
像
を
作
り
出
す
こ
と
）」
で
あ
り
、
図
像
に
精
通
し
た
僧
侶
が
関
わ
っ
た
可
能

性
を
想
定
さ
れ
た
）
15
（

。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
十
世
紀
と
す
る
も
の
の
そ
の
中
で
開
き
が
あ
る
。
ま
た
、
図
像
表
現
お
よ

び
造
像
に
関
わ
っ
た
僧
侶
に
つ
い
て
見
解
の
一
致
を
見
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。
次
章
で
は
、
本
像
の
制

作
年
代
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
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三
．
制
作
年
代
の
検
討
と
造
形
的
特
徴

（
１
）
制
作
年
代
の
検
討

ま
ず
は
、
先
行
研
究
の
指
摘
を
検
証
し
な
が
ら
制
作
年
代
を
考
え
て
み
た
い
。

本
像
の
腕
が
細
長
く
あ
ら
わ
さ
れ
る
点
は
、
醍
醐
寺
五
大
堂
大
威
徳
明
王
像
に
類
似
す
る
）
16
（

。
加
え
て
、
肩
幅
を
広
く
取
っ
て
腰
を
絞
り

込
み
、
腹
の
括
り
線
を
明
瞭
に
あ
ら
わ
し
て
下
腹
部
に
か
け
て
肉
身
の
厚
さ
を
増
す
形
に
は
、
延
長
三
年
（
九
二
五
）
以
前
の
制
作
と
み

ら
れ
る
醍
醐
寺
中
院
伝
来
五
大
明
王
像
（
挿
図
５
）
を
は
じ
め
と
し
た
十
世
紀
第
一
四
半
期
の
作
例
と
の
類
似
性
が
見
い
だ
せ
る
）
17
（

。
た
だ

し
、
全
体
に
肉
感
を
減
じ
て
細
身
に
上
半
身
を
あ
ら
わ
す
特
徴
は
、
醍
醐
寺
千
手
観
音
菩
薩
像
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
も
看
過
で
き
な
い
。

本
像
の
衣
文
は
両
端
が
鎬
だ
っ
た
帯
状
を
呈
し
（
挿
図
６
）、
醍
醐
寺
薬
師
堂
薬
師
如
来
脇
侍
像
の
衣
文
が
紐
状
だ
が
丸
み
を
帯
び
て

い
る
点
で
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
で
、
中
院
伝
来
五
大
明
王
像
の
う
ち
、
軍
荼
利
・
大
威
徳
両
像
の
脚
部
に
は
帯
状
で
両
端
が
鎬

だ
っ
た
衣
文
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
が
（
挿
図
７
）、
帯
状
の
衣
文
を
部
分
的
に
採
用
す
る
中
院
伝
来
諸
像
に
対
し
て
、
本
像
は
そ
れ
を
全
体

に
あ
ら
わ
す
点
で
形
式
化
が
認
め
ら
れ
る
。

帯
状
の
衣
文
が
全
体
に
配
さ
れ
る
造
形
は
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
頃
の
制
作
と
さ
れ
る
六
波
羅
蜜
寺
薬
師
如
来
像
に
も
認
め
ら
れ
る

が
、
本
像
は
脚
部
の
立
体
感
を
強
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
造
形
は
醍
醐
寺
薬
師
堂
薬
師
如
来
像
や
十
世
紀
前
半
の
制
作
と
考
え
ら
れ

る
醍
醐
寺
帝
釈
天
像
（
挿
図
８
）
に
近
い
造
形
を
示
し
て
お
り
、
六
波
羅
蜜
寺
像
よ
り
も
先
行
す
る
作
例
で
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
し
、

醍
醐
寺
帝
釈
天
像
は
、
こ
れ
ま
で
醍
醐
寺
薬
師
堂
や
五
大
堂
と
い
っ
た
草
創
期
の
作
例
に
近
似
す
る
と
み
な
し
、
十
世
紀
第
一
四
半
期
の

作
と
見
ら
れ
て
き
た
が
、
翻
波
式
衣
文
を
あ
ら
わ
さ
な
い
点
や
全
体
に
四
角
張
っ
た
肉
取
り
に
薬
師
堂
諸
尊
よ
り
も
時
代
の
下
る
要
素
が

6
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認
め
ら
れ
る
た
め
、
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
）
18
（

。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
本
像
は
近
年
の
修
理
に
よ
り
、
面
部
お
よ
び
三
道
、
上
半
身
に
お
い
て
後
補
の
木
屎
漆
が
除
去
さ
れ
た
。
新
た
に
出
現
し
た
面

部
に
も
補
修
の
跡
が
あ
り
、
保
存
状
態
に
留
意
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
三
道
の
盛
り
上
が
っ
た
表
現
は
十
世
紀
後
半
の
制
作
と
考
え
ら
れ

る
醍
醐
寺
胎
蔵
大
日
如
来
像
（
挿
図
９
）
と
の
類
似
が
見
い
だ
せ
る
。
ま
た
、
な
で
肩
で
腰
の
括
り
を
曖
昧
に
あ
ら
わ
す
点
や
低
い
垂
髻

に
持
つ
点
で
、
本
像
は
胎
蔵
大
日
如
来
像
と
共
通
す
る
特
徴
を
有
す
る
。
た
だ
し
下
ぶ
く
れ
の
輪
郭
は
延
長
三
年
（
九
二
五
）
以
前
の
制

作
と
み
ら
れ
る
醍
醐
寺
清
瀧
宮
伝
来
如
意
輪
観
音
菩
薩
像
（
挿
図
10
）
に
も
共
通
す
る
。
胎
蔵
大
日
如
来
像
よ
り
先
行
す
る
作
例
と
考
え

ら
れ
る
。

以
上
の
事
を
総
合
す
れ
ば
、
本
像
の
造
形
は
、
全
体
に
十
世
紀
第
一
四
半
期
、
特
に
醍
醐
寺
中
院
伝
来
諸
像
に
近
い
造
形
感
覚
を
示

す
。
た
だ
し
、
全
体
に
肉
感
を
減
じ
た
身
体
表
現
お
よ
び
浅
く
形
式
化
し
た
衣
文
表
現
に
十
世
紀
中
頃
以
降
の
作
例
に
も
連
な
る
要
素
が

認
め
ら
れ
る
た
め
、
制
作
年
代
は
十
世
紀
前
半
、
主
に
第
二
四
半
期
頃
と
考
え
る
の
が
穏
当
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）
造
形
的
特
徴

本
像
の
特
徴
的
な
造
形
と
し
て
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
左
第
一
手
の
位
置
で
あ
る
。
多
く
の
作
例
の
場
合
、
光
明
山
を
蓮
華
座
上
に

あ
ら
わ
し
、
像
の
地
付
よ
り
も
高
い
位
置
に
あ
ら
わ
す
。
し
か
し
、
本
像
は
光
明
山
を
像
の
地
付
よ
り
も
下
に
配
し
て
お
り
、
手
と
共
木

で
彫
出
す
る
。
踏
み
下
げ
る
脚
部
に
別
材
を
矧
ぐ
こ
と
を
思
え
ば
、
台
座
は
当
初
よ
り
別
製
で
、
岩
座
（
光
明
山
）
上
に
坐
す
か
た
ち
で

あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
像
は
右
第
一
手
に
も
特
徴
が
あ
る
。
当
該
の
手
は
、
前
膊
半
ば
か
ら
な
な
め
に
後
補
材
を
矧
ぎ
つ
け
る
も
の
の
、
前
膊
ま
で

含
め
て
当
初
の
姿
を
留
め
る
左
第
一
手
の
長
さ
か
ら
考
え
て
、
当
初
の
形
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
像
は
当
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初
か
ら
手
の
甲
側
を
頬
に
当
て
る
思
惟
手
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

如
意
輪
観
音
の
作
例
で
は
、
思
惟
手
に
は
五
指
を
舒
ば
し
掌
を
頬
に
向
け
る
も
の
と
、
掌
を
下
に
向
け
手
の
甲
側
を
頬
に
あ
て
る
も
の

二
系
統
が
存
在
し
、
本
像
に
先
行
す
る
作
例
で
は
、
原
図
胎
蔵
曼
荼
羅
を
は
じ
め
開
掌
の
思
惟
手
と
す
る
も
の
が
多
い
。
一
方
で
醍
醐
寺

で
は
、
唐
代
の
制
作
と
み
ら
れ
る
線
刻
如
意
輪
観
音
鏡
像
や
清
瀧
宮
伝
来
像
は
掌
を
内
に
向
け
る
思
惟
手
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
現
図
系

と
は
異
な
る
思
惟
手
が
初
期
醍
醐
寺
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
本
像
の
思
惟
手
も
醍
醐
寺
に
お
け
る
伝
統
を
汲
ん
だ
も
の

と
み
な
さ
れ
よ
う
。

四
．
伝
来

先
述
の
通
り
、
本
像
の
確
実
な
伝
来
は
像
底
の
銘
記
に
記
さ
れ
る
情
報
以
外
は
不
明
で
あ
る
。
像
底
の
銘
記
は
、
寛
文
九
年
（
一
六
六

九
）
に
当
時
の
醍
醐
寺
座
主
高
賢
に
よ
っ
て
修
理
を
受
け
、
金
剛
輪
院
に
安
置
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
副
島
氏
は
、
像
底
銘
以
前
の
伝

来
は
不
明
と
し
な
が
ら
、『
慶
延
記
』
の
時
点
で
は
上
醍
醐
如
意
輪
堂
ま
た
は
准
胝
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
た
）
19
（

。
杉

田
氏
は
、
銘
文
中
の
「
金
剛
輪
院
持
仏
堂
」
を
現
在
の
三
宝
院
弥
勒
堂
（
護
摩
堂
）
に
比
定
さ
れ
た
。
加
え
て
、
本
像
が
上
醍
醐
よ
り
移

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、『
慶
延
記
』
に
記
さ
れ
る
上
醍
醐
の
如
意
輪
観
音
像
を
総
覧
し
、
法
量
か
ら
上
醍
醐
准
胝
堂
が
安
置

場
所
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、『
慶
延
記
』
で
は
像
の
髪
際
高
を
記
録
し
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
20
（

。
そ
れ
で
は
、

本
像
は
ど
の
堂
宇
に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

本
節
で
は
、
主
に
杉
田
氏
の
先
行
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
検
討
を
行
い
た
い
。
本
像
は
保
存
状
態
が
良
好
で
は
な
い
点
が
他
の
上
醍
醐

伝
来
の
諸
像
と
共
通
す
る
。
ま
た
、
醍
醐
寺
外
か
ら
等
身
以
上
の
像
を
移
動
さ
せ
修
理
を
行
う
可
能
性
は
想
定
し
づ
ら
い
た
め
、
筆
者
も

8
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本
像
が
上
醍
醐
に
伝
来
し
て
い
た
と
考
え
る
。
副
島
氏
は
、
高
賢
の
師
義
演
が
上
醍
醐
の
仏
像
を
下
醍
醐
に
移
動
さ
せ
修
理
し
て
い
た
こ

と
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
）
21
（

、
本
像
の
修
理
事
業
も
高
賢
が
そ
れ
を
継
承
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

『
慶
延
記
』
に
よ
れ
ば
、
上
醍
醐
に
は
准
胝
堂
、
如
意
輪
堂
、
観
音
堂
、
念
覚
院
に
各
一
軀
、
延
命
院
に
二
軀
と
五
軀
の
如
意
輪
観
音

像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
）
22
（

。
杉
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
如
意
輪
堂
、
念
覚
院
の
両
像
は
近
世
時
の
伝
来
が
異
な
る
た
め
本
像
に
は
該
当

し
な
い
）
23
（

。
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
観
音
堂
像
は
、
注
記
が
な
く
、
当
初
よ
り
観
音
堂
へ
安
置
す
る
目
的
で
造
像
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
制
作

の
上
限
は
本
尊
の
千
手
観
音
像
と
同
時
期
と
み
な
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
像
の
制
作
年
代
と
合
致
し
な
い
）
24
（

。
延
命
院
像
は
、
津
田
徹

英
氏
に
よ
っ
て
、『
密
集
血
脈
惣
統
記
』
等
の
記
録
に
あ
ら
わ
れ
る　

聖
宝
、
元
杲
の
造
立
と
伝
わ
る
像
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
）
25
（

。

た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
元
杲
が
本
像
の
よ
う
な
図
像
を
生
み
出
し
た
可
能
性
は
低
い
と
み
ら
れ
、
延
命
院
の
元
杲
造
立
像
が
本
像
に

当
た
る
と
は
考
え
に
く
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
像
は
准
胝
堂
、
も
し
く
は
延
命
院
伝
来
像
の
う
ち
の
一
軀
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者

の
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

五
．
図
像
の
淵
源

本
像
の
図
像
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
主
に
二
臂
如
意
輪
観
音
と
の
複
合
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
）
26
（

。
ま
ず
は
、
如
意
輪
観
音

関
連
経
典
を
通
覧
し
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
本
像
と
類
似
し
な
い
事
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
先
行
研
究
を
再
検
討
し
た
い
。

如
意
輪
観
音
に
つ
い
て
説
く
経
典
は
、『
如
意
輪
陀
羅
尼
経
』
ほ
か
八
つ
が
知
ら
れ
る
（
表
１
）。
こ
の
う
ち
、
六
臂
如
意
輪
観
音
の
所

説
を
み
る
と
、
坐
法
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
は
『
摩
尼
陀
羅
尼
』
の
「
右
足
を
三
十
二
葉
の
蓮
華
上
に
置
く
」、『
不
空
羂
索
神
変
真
言
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経
』
の
「
結
跏
趺
坐
」、『
摂
無
碍
経
』
の
「
左
を
跏
し
右
を
趺
す
」
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
本
で
は
輪
王
坐
が
継
承
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
二
臂
如
意
輪
観
音
の
形
像
を
説
く
経
典
類
を
見
る
と
、
本
像
に
合
致
す
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
改
め
て
先
行
研
究

で
指
摘
さ
れ
る
作
例
と
の
影
響
関
係
を
検
討
し
た
い
。

（
１
）
石
山
寺
本
尊
像

石
山
寺
本
尊
像
に
つ
い
て
は
、
井
上
一
稔
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
井
上
氏
は
、
正
倉
院
文
書
に
あ
ら
わ
れ
る
石
山
寺
本
尊
像

は
「
観
音
」
と
し
て
造
像
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
初
の
尊
格
は
如
意
輪
観
音
で
は
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
た
上
で
、
如
意
輪
観
音
説
の

初
出
が
十
世
紀
末
の
成
立
と
さ
れ
る
『
三
宝
絵
詞
』
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。
加
え
て
、
奈
良
時
代
の
如
意
輪
観
音
信
仰
は
、
如
意
宝
珠
の

威
力
を
期
待
し
た
陀
羅
尼
信
仰
が
中
心
で
、
尊
像
と
し
て
の
造
形
化
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た
。
石
山
寺
本
尊
像
の
姿

に
つ
い
て
は
、
施
無
畏
・
与
願
印
を
結
び
左
脚
を
踏
み
下
げ
る
姿
か
ら
、
右
手
に
蓮
華
を
持
つ
形
へ
変
化
し
た
可
能
性
を
示
さ
れ
た
）
27
（

。

今
日
に
伝
わ
る
石
山
寺
本
尊
像
は
、
十
一
世
紀
末
の
再
興
像
と
み
ら
れ
、
そ
の
像
容
は
、
岩
座
上
の
蓮
華
に
左
足
を
踏
み
下
げ
て
坐

り
、
左
手
は
与
願
印
と
し
右
手
で
蓮
華
を
持
つ
。
当
初
の
像
容
を
伝
え
る
と
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、『
別
尊
雑
記
』
所
収
の
如
意
輪
観
音

お
よ
び
十
世
紀
の
制
作
と
み
ら
れ
る
旧
御
前
立
像
で
あ
る
（
挿
図
11
）。
そ
の
姿
は
、
左
手
は
垂
下
し
与
願
印
を
、
右
手
は
屈
臂
し
胸
前

で
施
無
畏
印
を
結
ぶ
。
左
脚
を
踏
み
下
げ
、
右
脚
を
横
た
え
て
坐
る
。
本
像
と
そ
の
姿
を
比
較
す
る
と
、
石
山
寺
本
尊
像
は
思
惟
手
で
は

な
く
、
右
脚
は
足
先
を
左
大
腿
部
に
乗
せ
ず
に
真
横
に
置
く
形
を
と
る
点
で
本
像
と
は
造
形
が
異
な
る
た
め
、
石
山
寺
本
尊
像
を
参
照
・

複
合
し
た
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。

10
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（
２
）
半
跏
思
惟
像

本
像
は
、
右
手
を
頬
に
当
て
右
膝
を
上
げ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
（
挿
図
１
）。
杉
田
氏
は
輪
王
坐
を
参
照
し
た
も
の
と
さ
れ
た
が
）
28
（

、

こ
れ
は
右
肘
を
右
膝
に
突
く
点
も
あ
わ
せ
、
む
し
ろ
半
跏
思
惟
像
の
か
た
ち
を
忠
実
に
取
り
入
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

如
意
輪
観
音
の
図
像
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
以
来
、
思
惟
相
を
根
底
と
し
、
初
期
か
ら
定
着
し
た
可
能
性
が
朴
享
國
氏
に
よ
っ
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
）
29
（

。
こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
日
本
で
も
思
惟
相
を
介
し
て
如
意
輪
観
音
と
半
跏
思
惟
像
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
可
能
性
は
十
分

に
考
え
ら
れ
る
。

如
意
輪
観
音
の
思
惟
手
に
関
し
て
、
如
意
輪
観
音
関
連
経
典
に
厳
格
な
規
定
は
な
い
（
表
１
）。
し
か
し
、
そ
の
中
で
『
大
毘
盧
遮
那

成
仏
経
疏
（
大
日
経
疏
）』
に
は
、
第
二
・
三
指
を
伸
ば
し
、
他
の
指
を
屈
す
る
印
相
が
説
か
れ
る
）
30
（

。
醍
醐
寺
で
は
、
清
瀧
宮
伝
来
像
の

思
惟
手
が
『
大
日
経
疏
』
の
所
説
に
依
拠
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
醍
醐
寺
の
如
意
輪
観
音
像
に
お
い
て
、『
大
日
経
疏
』
所

説
の
思
惟
手
を
重
視
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
）
31
（

。

半
跏
思
惟
像
の
作
例
で
は
、
思
惟
手
は
五
指
を
伸
ば
し
て
指
頭
を
頬
に
当
て
る
も
の
、
第
四
・
五
指
を
屈
し
、
第
二
・
三
指
の
指
頭
を

頬
に
当
て
る
も
の
の
二
通
り
が
確
認
で
き
、
後
者
が
『
大
日
経
疏
』
所
説
に
類
似
す
る
思
惟
手
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
右

膝
を
跳
ね
上
げ
る
よ
う
に
肘
を
支
え
る
作
例
も
存
在
し
（
挿
図
12
）、
半
跏
思
惟
像
を
二
臂
の
如
意
輪
観
音
と
認
識
し
、
図
像
の
淵
源
と

し
て
い
る
こ
と
を
補
強
す
る
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
半
跏
思
惟
形
如
意
輪
観
音
像
の
誕
生

前
節
で
は
、
造
形
面
か
ら
本
像
の
特
異
な
図
像
表
現
に
は
思
惟
手
の
印
相
を
介
し
た
半
跏
思
惟
像
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指

11



摘
し
た
。
新
た
に
問
題
と
な
る
の
は
、
半
跏
思
惟
像
が
ど
の
よ
う
に
如
意
輪
観
音
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
で
あ
る
。

半
跏
思
惟
像
の
尊
格
に
つ
い
て
は
、
先
学
に
よ
る
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
）
32
（

。
朝
鮮
半
島
で
は
、
京
都
・
慶
雲
寺
菩
薩
半
跏
像
の
台
座

に
山
岳
表
現
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
半
跏
思
惟
像
が
弥
勒
菩
薩
と
し
て
造
像
さ
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
）
33
（

。
日
本
に
お
け
る
半
跏
思
惟
像
の

作
例
は
、
朝
鮮
半
島
以
来
の
伝
統
を
継
承
し
、
弥
勒
菩
薩
と
し
て
造
像
さ
れ
た
と
み
ら
れ
）
34
（

、
大
阪
・
野
中
寺
弥
勒
菩
薩
坐
像
の
銘
記
等
に

よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
認
識
は
、
京
都
・
広
隆
寺
弥
勒
菩
薩
像
が
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）
成
立
の
『
広
隆
寺
資
材
交
替
実
録
帳
』

に
「
金
色
弥
勒
菩
薩
像　

一
軀
」
と
記
録
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
九
世
紀
末
の
時
点
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
）
35
（

。
ま
た
、

日
本
で
は
、
奈
良
時
代
の
時
点
で
如
意
輪
観
音
関
連
経
典
の
ほ
と
ん
ど
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
36
（

。
た
だ
し
、

『
大
日
経
疏
』
は
空
海
が
請
来
し
た
も
の
で
あ
り
、
井
上
氏
の
奈
良
時
代
に
お
け
る
如
意
輪
観
音
信
仰
に
つ
い
て
の
指
摘
）
37
（

を
踏
ま
え
れ
ば
、

奈
良
時
代
か
ら
半
跏
思
惟
像
が
如
意
輪
観
音
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
半
跏
思
惟
像
は
如
意

輪
観
音
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
、
弥
勒
菩
薩
と
如
意
輪
観
音
の
同
体
説
を
検
討
す
る
。
頼
瑜
（
一
二
二
六
〜
一
三
〇
四
）
記
『
十
八
道
口
訣
』
お
よ
び
『
秘
鈔

口
决
』
如
意
輪
法
条
に
は
、
当
時
の
三
井
寺
流
に
は
如
意
輪
観
音
と
弥
勒
菩
薩
を
同
体
と
す
る
慣
習
が
あ
り
、
実
任
（
一
〇
九
七
〜
一
一

六
九
）
の
口
訣
で
も
弥
勒
と
如
意
輪
を
同
体
と
み
な
す
旨
を
述
べ
る
）
38
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
十
三
世
紀
の
時
点
で
は
、
弥
勒
菩
薩
と
如
意
輪

観
音
を
同
一
視
す
る
見
解
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
頼
瑜
以
前
に
如
意
輪
観
音
と
弥
勒
菩
薩
を
結
び
つ
け
る
史
料
は
管
見
の

限
り
見
い
だ
せ
な
い
。

一
方
で
、
半
跏
思
惟
形
の
如
意
輪
観
音
像
に
つ
い
て
は
、
聖
徳
太
子
信
仰
と
の
関
わ
り
か
ら
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
内
藤
藤
一
郎
氏

は
、
半
跏
思
惟
像
が
弥
勒
菩
薩
像
と
し
て
造
像
さ
れ
た
前
提
に
立
ち
、
平
安
時
代
以
降
に
聖
徳
太
子
が
観
音
の
化
身
と
し
て
信
仰
を
集
め

る
に
当
た
っ
て
如
意
輪
観
音
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た
）
39
（

。
源
豊
宗
氏
は
、
日
本
で
受
容
さ
れ
た
如
意
輪

12
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観
音
が
右
肘
を
膝
と
接
着
さ
せ
思
惟
の
相
を
と
る
点
で
類
似
し
て
お
り
、
半
跏
思
惟
像
を
誤
っ
て
如
意
輪
観
音
と
み
な
し
た
と
の
見
解
を

示
さ
れ
た
）
40
（

。

半
跏
思
惟
像
の
如
意
輪
観
音
化
に
つ
い
て
、
清
水
紀
枝
氏
は
、
十
二
世
紀
後
半
に
編
ま
れ
た
『
別
尊
雑
記
』
所
収
の
四
天
王
寺
金
堂
本

尊
像
が
半
跏
思
惟
形
の
如
意
輪
観
音
の
初
例
で
あ
り
、『
別
尊
雑
記
』
の
編
纂
に
は
醍
醐
寺
と
縁
の
深
い
僧
侶
が
関
係
し
た
可
能
性
を
指

摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
石
山
寺
本
尊
像
が
先
行
す
る
二
臂
半
跏
形
の
如
意
輪
観
音
像
と
し
て
存
在
し
た
前
提
に
立
ち
、
醍
醐
寺
内
で
も
特

に
石
山
寺
流
の
僧
侶
が
大
き
く
関
与
し
た
可
能
性
を
示
さ
れ
た
）
41
（

。

こ
こ
で
の
問
題
は
、
半
跏
思
惟
像
が
如
意
輪
観
音
と
み
な
さ
れ
る
以
前
に
、
石
山
寺
本
尊
像
系
の
図
像
が
如
意
輪
観
音
と
み
な
さ
れ
て

い
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
経
典
に
説
か
れ
る
二
臂
の
如
意
輪
観
音
の
形
像
は
、
石
山
寺
像
の
そ
れ
と
は
一
致
し
な
い
（
表
１
）。
さ
ら

に
、
石
山
寺
本
尊
像
は
当
初
、
施
無
畏
・
与
願
印
を
結
ん
だ
姿
で
あ
り
、
如
意
輪
観
音
の
標
識
と
な
る
宝
珠
、
あ
る
い
は
思
惟
の
姿
勢
を

具
え
て
い
な
い
。

本
像
の
造
形
か
ら
、
半
跏
思
惟
像
が
思
惟
手
を
介
し
て
如
意
輪
観
音
と
み
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
想
定
で
き
る
な
ら
ば
、
図
像
的
に

径
庭
の
あ
る
石
山
寺
本
尊
像
が
先
に
如
意
輪
観
音
と
し
て
認
識
さ
れ
た
と
考
え
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
半
跏
思
惟
像
を
如
意
輪
観
音
と
み
な

す
認
識
の
影
響
を
受
け
て
石
山
寺
像
が
後
発
で
如
意
輪
観
音
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

六
．
図
像
と
僧
侶

こ
れ
ま
で
、
本
像
の
制
作
年
代
お
よ
び
特
異
な
図
像
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
章
で
は
、
本
像
の
図
像
表
現
を
編
み
出
し
た
人
物
に
つ

い
て
引
き
続
き
検
討
を
重
ね
る
。
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（
１
）
先
行
研
究
の
再
検
討

先
行
研
究
で
は
、
観
賢
の
弟
子
で
石
山
寺
を
中
心
に
活
動
し
た
醍
醐
寺
僧
・
淳
祐
（
八
八
〇
―
九
五
三
）
が
関
与
し
た
と
す
る
考
え
が

主
流
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
淳
祐
が
『
聖
如
意
輪
観
音
念
誦
次
第
（
如
意
輪
念
誦
次
第
）』
に
お
い
て
六
臂
を
六
道
に
見
立
て
、

六
観
音
を
当
て
る
と
い
っ
た
独
自
の
如
意
輪
信
仰
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
石
山
寺
本
尊
が
半
跏
像
な
が
ら
如
意
輪
観
音
と
み
な
さ

れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
き
た
）
42
（

。
淳
祐
は
、
延
長
三
年
（
九
二
五
）
に
般
若
寺
で
観
賢
か
ら
灌
頂
を
受
け
、
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
に
僧

綱
に
補
任
さ
れ
、
同
七
年
に
入
寂
し
た
）
43
（

。
ま
た
、
淳
祐
は
醍
醐
寺
座
主
に
推
挙
さ
れ
な
が
ら
も
そ
れ
を
辞
退
し
て
石
山
寺
に
隠
棲
し
聖
教

の
書
写
を
は
じ
め
学
僧
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
）
44
（

。

こ
こ
で
改
め
て
淳
祐
の
著
作
か
ら
、
彼
の
考
え
て
い
た
如
意
輪
観
音
図
像
を
考
え
た
い
。『
如
意
輪
念
誦
次
第
』
で
は
、
如
意
輪
観
音

の
姿
は
「
六
臂
身
金
色
。（
中
略
）
右
第
一
手
思
惟
、
第
二
手
持
如
意
宝
。
第
三
手
持
念
珠
。
左
第
一
手
按
山
。
第
二
手
持
蓮
華
。
第
三

手
持
輪
」
）
45
（

と
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
『
瑜
伽
法
要
』
等
に
依
拠
し
て
お
り
、
坐
法
に
つ
い
て
の
所
説
は
な
い
。
ま
た
、
淳
祐
が
編
纂
し
た
密

教
図
像
集
と
し
て
知
ら
れ
る
『
石
山
胎
蔵
七
集
』
で
は
、
如
意
輪
観
音
の
姿
は
「
六
臂
の
姿
で
左
足
裏
上
に
右
足
を
乗
せ
る
」
と
説
か

れ
、
胎
蔵
曼
荼
羅
中
の
六
臂
輪
王
坐
の
形
と
さ
れ
る
）
46
（

。

ま
た
、
筆
者
は
石
山
寺
に
伝
来
す
る
如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
（
挿
図
13
）
に
注
目
す
る
。
石
山
寺
像
は
六
臂
輪
王
坐
の
姿
で
あ
り
、
そ

の
造
形
に
は
淳
祐
の
法
脈
が
関
与
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
47
（

。
ま
た
、
淳
祐
の
師
、
観
賢
は
独
自
の
経
典
理
解
と
そ
れ
を
忠
実
に

造
形
化
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
）
48
（

。
石
山
寺
像
が
現
図
胎
蔵
曼
荼
羅
系
の
図
像
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
淳
祐
は
師
の
観
賢
由
来
の

図
像
を
重
視
し
て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
密
教
で
は
、「
瀉
瓶
（
師
か
ら
弟
子
へ
と
法
を
余
す
こ
と
な
く
伝
授
す
る
こ
と
）」
が
重

視
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
像
の
図
像
が
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
醍
醐
寺
の
中
心
的
な
法
脈
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
図
像
で
は
な
か
っ

14
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た
た
め
と
推
察
さ
れ
る
。
十
世
紀
後
半
以
降
の
醍
醐
寺
で
は
、
淳
祐
の
弟
子
を
含
む
観
賢
の
法
脈
が
座
主
位
を
相
承
す
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
中
で
本
像
と
同
様
の
図
像
が
継
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
淳
祐
の
法
脈
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
図
像
で
は
な
い
こ
と
の
証
左
と
な

る
だ
ろ
う
。
同
様
に
、
淳
祐
の
正
嫡
で
そ
の
後
の
醍
醐
寺
の
法
脈
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
元
杲
も
、
こ
の
図
像
の
発
生
に
関
与
し
た
と

は
考
え
に
く
い
。

以
上
、
本
像
の
図
像
表
現
が
淳
祐
の
法
脈
に
よ
っ
て
発
生
し
た
可
能
性
が
低
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
で
は
、
十
世
紀
第
二
四
半
期

の
醍
醐
寺
で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

（
２
）
醍
醐
寺
と
僧
侶

聖
宝
は
、
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
に
醍
醐
寺
の
運
営
を
高
弟
の
観
賢
・
延
敒
（
え
ん
じ
ょ
う
）
に
委
嘱
し
、
延
喜
九
年
に
入
寂
し
た
。

聖
宝
没
後
は
観
賢
が
醍
醐
天
皇
御
願
事
業
を
完
遂
し
、
醍
醐
寺
は
延
喜
十
三
年
に
定
額
寺
と
な
っ
た
。
ま
た
、
延
喜
十
九
年
に
は
座
主
、

三
綱
、
十
禅
師
を
設
置
し
、
醍
醐
寺
の
整
備
に
尽
力
し
た
）
49
（

。

観
賢
が
延
長
三
年
（
九
二
五
）
に
没
す
る
と
、
醍
醐
寺
座
主
位
は
聖
宝
門
弟
に
よ
っ
て
相
承
さ
れ
る
。
観
賢
の
後
継
は
延
敒
で
あ
っ

た
。
延
敒
の
没
後
、
延
性
が
座
主
と
な
っ
た
が
、
一
年
ほ
ど
で
寂
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
に
醍
醐
寺
座
主
に
就
い
た
の
が
貞
崇
で
あ
っ

た
。
貞
崇
以
降
の
座
主
位
は
、
観
賢
の
弟
子
が
相
次
い
で
就
任
し
、
聖
宝
そ
の
人
の
弟
子
筋
か
ら
は
離
れ
て
ゆ
く
。
観
賢
没
後
か
ら
貞
崇

の
座
主
就
任
ま
で
の
間
は
、
史
料
が
現
存
し
て
お
ら
ず
判
然
と
し
な
い
が
、
延
敒
、
延
性
は
定
住
僧
の
う
ち
上
座
二
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら

の
後
に
貞
崇
は
座
主
位
に
就
任
し
、
最
後
に
聖
宝
の
弟
子
で
座
主
と
な
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
筆
者
は
貞
崇
の
存
在
に
注
目
す
る
。
貞
崇
は
、
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
左
京
三
善
氏
の
生
ま
れ
で
、
貞
観
寺
恵
宿
の
も
と
で

密
教
を
学
ん
だ
。
昌
泰
二
年
（
八
九
九
）
に
は
、
東
寺
廿
僧
を
辞
し
て
金
峰
山
に
籠
も
り
、
三
十
年
ほ
ど
を
過
ご
し
た
と
い
う
。
延
長
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五
年
（
九
二
七
）
か
ら
都
に
姿
を
現
し
、
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
に
醍
醐
寺
座
主
に
補
任
さ
れ
、
天
慶
六
年
（
九
四
三
）
に
同
職
を
辞
し

た
。
そ
の
後
は
奈
良
・
鳳
閣
寺
に
隠
棲
し
、
翌
年
に
入
寂
す
る
）
50
（

。
醍
醐
寺
は
延
喜
十
九
年
（
九
一
九
）
に
十
禅
師
を
設
置
す
る
が
、
観
賢

は
そ
の
補
任
を
聖
宝
門
下
の
僧
に
限
定
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
貞
崇
の
名
は
な
く
、
こ
の
時
点
で
は
醍
醐
寺
と
の
関
わ
り
は
薄
か
っ
た
と

み
て
よ
い
だ
ろ
う
）
51
（

。

貞
崇
の
評
価
に
つ
い
て
、
本
岡
幹
隆
氏
は
、
貞
崇
が
醍
醐
寺
座
主
位
で
あ
っ
た
期
間
が
下
醍
醐
の
造
営
期
間
と
重
な
り
、
貴
顕
か
ら
の

寄
進
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
貞
崇
が
下
醍
醐
整
備
お
よ
び
教
団
の
組
織
化
に
寄
与
し
た
と
の
理
解
を
示
さ
れ
た
）
52
（

。
ま
た
、
竹
居
明
男
氏

は
貞
崇
の
行
実
を
ま
と
め
ら
れ
た
上
で
、
醍
醐
天
皇
崩
御
前
後
か
ら
宮
中
で
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
）
53
（

。
さ
ら
に
、

井
上
友
莉
子
氏
は
、
承
平
元
年
（
九
三
一
）
の
太
政
官
符
に
注
目
し
、
貞
崇
が
三
論
宗
の
年
分
度
者
を
設
置
し
た
こ
と
に
、
聖
宝
以
来
の

顕
密
併
修
の
正
当
性
を
主
張
し
、
寺
院
の
発
展
を
目
指
す
目
的
が
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
た
）
54
（

。
藤
岡
穣
氏
は
、『
吏
部
王
記
』
の
記
述
に
注

目
し
、
貞
崇
が
聖
宝
の
作
り
出
し
た
蔵
王
権
現
の
解
釈
を
拡
大
し
、
金
峰
山
信
仰
を
鼓
吹
し
よ
う
と
し
た
可
能
性
を
示
さ
れ
た
）
55
（

。
近
本
謙

介
氏
は
、『
吏
部
王
記
』
に
加
え
、『
扶
桑
略
記
』
の
記
述
に
着
目
し
、
貞
崇
の
隠
棲
し
た
鳳
閣
寺
が
金
峰
山
に
近
い
こ
と
か
ら
、
金
峰
山

信
仰
で
は
貞
崇
を
は
じ
め
と
し
た
聖
宝
法
累
の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
か
っ
た
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
）
56
（

。

以
上
の
先
行
研
究
か
ら
、
貞
崇
の
性
格
は
、
真
言
僧
、
三
論
僧
、
修
験
僧
の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
先
述
の
通
り
、

貞
崇
は
は
じ
め
恵
宿
の
も
と
で
密
教
を
学
び
、
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
に
聖
宝
よ
り
受
法
し
た
と
さ
れ
る
。『
本
朝
高
僧
伝
』
で
は
、
聖

宝
に
受
法
し
て
よ
り
三
論
を
兼
学
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
三
論
僧
と
し
て
の
活
動
は
比
較
的
遅
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実

際
、
同
時
代
に
あ
っ
て
他
の
醍
醐
寺
座
主
は
興
福
寺
維
摩
会
講
師
を
務
め
た
人
物
が
多
く
、
三
論
僧
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
が
、
貞
崇
に
そ
の
よ
う
な
行
実
は
確
認
で
き
な
い
。
貞
崇
の
師
聖
宝
は
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
に
佐
伯
氏
建
立
の
香
積
寺
を
譲
り
受

け
、
顕
密
併
修
の
東
大
寺
東
南
院
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
）
57
（

、
貞
崇
も
東
南
院
に
お
い
て
三
論
教
学
を
学
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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し
か
し
、
東
大
寺
東
南
院
は
貞
崇
の
法
脈
に
は
継
承
さ
れ
ず
、
延
敒
や
そ
の
弟
子
観
理
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
。
東
大
寺
東
南
院

の
継
承
に
関
し
て
は
、
三
論
と
真
言
を
併
修
し
、
興
福
寺
維
摩
会
講
師
を
務
め
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
）
58
（

。
貞
崇
は
そ
の
行
実
に
お
い
て
興
福
寺
維
摩
会
講
師
を
務
め
た
記
録
は
な
く
、
三
論
僧
と
し
て
東
大
寺
東
南
院
を
継
承
す
る
ま
で

の
立
ち
位
置
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
貞
崇
は
延
敒
の
入
寂
後
に
醍
醐
寺
座
主
に
補
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
東

南
院
主
は
延
敒
上
足
で
東
南
院
僧
都
と
よ
ば
れ
た
観
理
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
貞
崇
が
醍
醐
寺
教
団
内
の
三
論
宗
僧

を
支
配
す
る
立
場
に
い
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
彼
の
主
な
行
実
で
あ
る
三
論
宗
年
分
度
者
の
設
置
は
、
貞
崇
が
醍
醐
寺
に
所
属

す
る
三
論
僧
へ
の
接
近
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
貞
崇
が
下
醍
醐
の
造
営
に
関
与
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
史
料
で
は
観
賢
門
弟
の
延
賀
が
下
醍
醐
造
営
の
差
配
を
行
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
も
の
の
、
貞
崇
そ
の
人
が
関
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
は
存
在
し
な
い
）
59
（

。
下
醍
醐
の
造
営
は
観
賢
在
世
時
か
ら
の
継
続
事

業
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
観
賢
一
門
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
岡
氏
が
示
さ
れ
た
貴
顕
か
ら
の
寄
進
が
貞
崇

座
主
位
時
代
に
集
中
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
、
醍
醐
天
皇
追
善
の
寺
院
と
し
て
機
能
し
、
新
た
に
造
営
が
行
わ
れ
る
際
も
延
賀
に
差
配
を

委
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
貞
崇
そ
の
人
の
活
動
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
く
、
醍
醐
寺
内
に
お
い
て
の
権
勢
も
あ
ま

り
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

修
験
僧
と
し
て
は
、
後
世
の
記
録
に
は
な
る
が
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
『
金
峰
山
草
創
記
』
で
は
、
金
峰
山
に
関
わ
っ
た
僧
侶
が
列
記

さ
れ
る
）
60
（

。
そ
の
中
に
お
い
て
聖
宝
門
弟
は
貞
崇
の
み
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
近
本
氏
が
評
価
す
る
よ
う
な
初
期
金
峰
山
に
お
け
る
聖
宝
門

弟
の
活
躍
は
、
貞
崇
と
そ
の
周
辺
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
貞
崇
の
行
実
の
中
で
、
金
峰
山
で
の
活
動
が
長
期
に
わ
た

り
、
彼
が
隠
棲
し
た
鳳
閣
寺
が
後
世
に
至
っ
て
大
峯
修
験
の
一
大
拠
点
と
な
っ
た
こ
と
も
貞
崇
の
行
実
を
考
え
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
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以
上
、
確
認
し
て
き
た
通
り
、
貞
崇
は
そ
の
信
仰
に
お
い
て
多
様
な
側
面
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
中
心
は
修
験
道
僧
侶
と
し
て
の
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
観
賢
の
没
後
、
聖
宝
門
弟
に
よ
っ
て
座
主
職
が
相
承
さ
れ
る
中
で
、
御
願
造
営
は
観
賢
門
弟
の
延
賀
が
実

質
的
な
責
任
者
と
し
て
動
い
て
お
り
、
寺
内
で
は
未
だ
観
賢
法
脈
の
勢
力
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
貞
崇
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
聖
宝
門
弟
と
し
て
座
主
職
に
就
い
た
が
、
真
言
寺
院
と
し
て
は
観
賢
門
下
が
、
東
大
寺
東
南
院
で
は
観
理
が
そ
の
支
配
を
行
っ
て
お

り
、
寺
内
権
力
の
掌
握
に
は
至
ら
ず
、
貞
崇
が
自
身
の
正
当
性
を
示
す
た
め
に
は
、
聖
宝
の
教
学
を
色
濃
く
打
ち
出
す
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
真
言
寺
院
と
し
て
発
展
し
て
い
た
醍
醐
寺
に
三
論
宗
の
年
分
度
者
を
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
と
共
に
、
本

像
の
特
異
な
図
像
を
採
用
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
貞
崇
の
没
後
、
彼
の
法
脈
が
醍
醐
寺
に
残
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
、
本
像
の
造
形

が
再
現
性
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
、
醍
醐
寺
で
重
視
さ
れ
て
い
た
思
惟
手
の
伝
統
を
介
し
て
、
貞
崇
が
半
跏
思
惟
像
の
か
た
ち
を
六
臂
の
如
意
輪
観
音
と
複
合

し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
そ
の
着
想
を
ど
こ
か
ら
得
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
不
明
だ
が
、
以
下
に
私
案
を
述
べ
て
み
た
い
。

山
岳
信
仰
に
関
わ
る
本
尊
に
つ
い
て
、
佐
和
隆
研
氏
は
、
山
岳
修
験
に
関
わ
る
地
域
に
奈
良
時
代
の
金
銅
仏
が
多
く
伝
来
す
る
こ
と
か

ら
、
修
験
者
が
金
銅
仏
を
斗
藪
の
念
持
仏
と
し
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
61
（

。
こ
の
前
提
に
立
て
ば
、
貞
崇
が
山
岳
修
験
の
中
で
半
跏

思
惟
像
に
触
れ
、
そ
れ
ら
を
参
照
し
た
可
能
性
を
想
定
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
貞
崇
が
醍
醐
寺
に
お
い
て
聖
宝
の
教

学
を
重
視
し
た
と
見
る
な
ら
ば
、
金
峰
山
に
安
置
さ
れ
た
如
意
輪
観
音
像
を
参
照
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

聖
宝
が
安
置
し
た
金
峰
山
像
は
、『
醍
醐
寺
根
本
僧
正
略
伝
』
に
よ
れ
ば
、「
居
高
六
尺
金
色
如
意
輪
観
音
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
）
62
（

。
た

だ
し
、
こ
の
像
は
延
喜
十
二
年
（
九
一
二
）
に
大
峰
山
寺
が
焼
亡
し
た
際
に
焼
失
し
た
も
の
と
み
ら
れ
）
63
（

、
現
存
し
な
い
。

金
峰
山
安
置
像
に
つ
い
て
、
石
川
氏
は
本
像
と
同
じ
六
臂
・
半
跏
踏
み
下
げ
の
姿
を
想
定
さ
れ
た
）
64
（

。
石
川
氏
の
想
定
さ
れ
る
像
容
で

あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
検
討
が
必
要
だ
が
、
貞
崇
お
よ
び
聖
宝
が
修
験
僧
と
し
て
の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
金
峰
山
安
置
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像
の
図
像
を
持
ち
込
ん
だ
可
能
性
は
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
貞
崇
と
金
峰
山
に
つ
い
て
、
藤
岡
氏
の
指
摘
は
示
唆
的
で
あ
る
）
65
（

。
貞
崇
が
蔵

王
権
現
に
関
し
て
伝
説
を
付
し
て
そ
の
姿
を
広
め
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
焼
失
し
た
金
峰
山
安
置
像
や
斗
藪
の
中
で
み
た
半
跏
思
惟
像
を

土
台
と
し
て
、
貞
崇
自
身
の
意
楽
と
し
て
図
像
を
編
み
出
し
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
推
測
を
重
ね
る
部
分
も
大
い
に
あ
る
が
、
本
像
の
図
像
の
参
照
元
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
た
。
現
段
階
で

は
、
可
能
性
を
提
示
す
る
以
上
の
考
察
は
で
き
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
醍
醐
寺
旧
蔵
如
意
輪
観
音
菩
薩
像
に
つ
い
て
、
制
作
年
代
が
十
世
紀
第
二
四
半
期
に
遡
り
、
造
像
に
関
し
て
は
、
従
来
指

摘
さ
れ
て
き
た
醍
醐
寺
僧
淳
祐
で
は
な
く
、
当
時
の
醍
醐
寺
座
主
貞
崇
が
深
く
関
与
し
、
醍
醐
寺
に
お
け
る
図
像
の
一
回
性
が
法
脈
の
断

絶
に
起
因
す
る
可
能
性
を
あ
わ
せ
て
指
摘
し
た
。

特
異
な
図
像
表
現
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
て
指
摘
さ
れ
る
半
跏
思
惟
像
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
を
補
強
す
る
と
同
時
に
、
日
本
に

の
み
認
め
ら
れ
る
二
臂
半
跏
形
の
如
意
輪
観
音
の
発
生
に
つ
い
て
、
醍
醐
寺
に
お
い
て
認
識
さ
れ
て
い
た
思
惟
手
を
介
し
て
行
わ
れ
た
可

能
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
平
安
時
代
後
期
以
降
に
如
意
輪
観
音
と
み
な
さ
れ
る
石
山
寺
本
尊
像
系
の
図
像
解
釈
の
原
型
と
な
っ
た
と

い
う
私
案
を
提
示
し
た
。
た
だ
し
、
半
跏
思
惟
形
の
如
意
輪
観
音
像
の
誕
生
に
際
し
て
、
何
が
契
機
と
な
っ
た
か
な
ど
明
ら
か
に
で
き
な

か
っ
た
課
題
も
多
く
残
る
。

ま
た
、
本
像
の
造
形
は
独
自
性
が
強
く
、
醍
醐
寺
作
例
の
中
で
の
議
論
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
側
面
も
あ
る
。
今
後
は
、
本
像
を
十
世

紀
彫
刻
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
広
く
密
教
彫
刻
史
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

19



番
号

経
典
名

大
正
蔵

臂
数

腕
の
配
置
及
び
形

坐
法

①

大
聖
妙
吉
祥
菩
薩
説
除
災
教
令
法
輪 

19
巻

343
頁

2

左
掌
摩
尼
珠　

慧
舒
施
願
印

×

②

如
意
輪
陀
羅
尼
經
（
如
意
輪
陀
羅
尼
）

20
巻

193
頁

2

左
手
執
開
蓮
花　

右
手
作
説
法
相

結
加
趺
坐

③

觀
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法
要 （
瑜
伽
法
要
）

20
巻

213
頁

6

第
一
手
思
惟　

第
二
持
意
寶　

第
三
持
念
珠

左
按
光
明
山　

第
二
持
蓮
手　

第
三
手
持
輪

×

④

觀
自
在
菩
薩
如
意
輪
瑜
伽
（
如
意
輪
瑜
伽
）

20
巻

208
頁

6

第
一
手
思
惟　

第
二
持
意
寶　

第
三
持
念
珠

左
按
光
明
山　

第
二
持
蓮
手　

第
三
手
持
輪

×

⑤

如
意
輪
菩
薩
觀
門
義
注
祕
訣
（
觀
門
祕
訣
）

20
巻

217
頁

6

第
一
手
思
惟　

第
二
持
意
寶　

第
三
持
念
珠

左
按
光
明
山　

第
二
持
蓮
手　

第
三
手
持
輪

×

⑥

觀
世
音
菩
薩
如
意
摩
尼
輪
陀
羅
尼
念
誦
法

（
如
意
摩
尼
輪
陀
羅
尼
）

20
巻

203
頁

6

右
手
作
思
惟
相　

中
手
執
如
意
珠　

下
手
執
念
珠

左
上
作
金
輪
之
手　

中
手
執
蓮
花　

下
手
按
山

以
右
足
三
十
二

葉
蓮
花
爲
坐

⑦

不
空
羂
索
神
變
眞
言
經
9
（
神
変
真
言
経
）

20
巻

271
頁

6

一
手
執
輪　

一
手
持
數
珠　

一
手
執
如
意
寶
珠

一
手
托
右
頬　

一
手
把
蓮
花　

一
手
按
地

結
加
趺
坐

⑧

不
空
羂
索
神
變
眞
言
經
12

20
巻

288
頁

6

一
手
執
輪　

一
手
執
蓮
花　

一
手
執
如
意
寶
珠

一
手
掌
頬　

膝
上
執
持
數
珠　

一
手
按
地

結
加
趺
坐

⑨

攝
無
礙
大
悲
心
大
陀
羅
尼
經
計
一
法
中
出
無
量
義
南
方

滿
願
補
陀
落
海
會
五
部
諸
尊
等
弘
誓
力
方
位
及
威
儀
形

色
執
持
三
摩
耶
幖
幟
曼
荼
羅
儀
軌
（
摂
無
礙
経
）

20
巻

131
頁

6

左
定
按
門
山　

左
理
執
蓮
花　

左
定
持
金
寶　

右
慧
思
惟
相　

右
智
如
意
寶　

右
慧
持
數
珠

安
住
大
蓮
花　

仰
左
跏
趺
右
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半蔵門ミュージアム所蔵（醍醐寺旧蔵）如意輪観音菩薩坐像について

挿図1　半蔵門ミュージアム　如意輪観音菩薩坐像
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挿図3　醍醐寺　千手観音菩薩立像 挿図2　醍醐寺　五大堂伝来大威徳明王像

挿図4　醍醐寺　薬師如来脇侍像（日光菩薩）
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半蔵門ミュージアム所蔵（醍醐寺旧蔵）如意輪観音菩薩坐像について

挿図6　半蔵門ミュージアム　如意輪観音菩薩坐像　脚部

挿図5　醍醐寺　中院伝来
軍荼利明王立像

挿図7　中院伝来軍荼利明王像　脚部
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挿図9　醍醐寺　胎蔵大日如来像　頭部 挿図8　醍醐寺　帝釈天騎象像

挿図10　醍醐寺　如意輪観音菩薩像（清瀧宮伝来）　頭部
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半蔵門ミュージアム所蔵（醍醐寺旧蔵）如意輪観音菩薩坐像について

挿図11b　石山寺
如意輪観音菩薩坐像

挿図11a　『別尊雑記』所収
石山寺本尊像

挿図13　石山寺　如意輪観音菩薩像 挿図12　東京国立博物館　菩薩
半跏像（法隆寺献納N-162）
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﹇
注
﹈

（
1
） 

大
隅
和
雄「
醍
醐
寺
の
歴
史
」有
賀
祥
隆
ほ
か
編『
醍
醐
寺
大
観
1
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。

（
2
） 

井
上
一
稔『
日
本
の
美
術
』312　

如
意
輪
観
音
・
馬
頭
観
音
、
至
文
堂
、
一
九
九
二
年
。

（
3
） 
古
木
生「
神
呪
寺
如
意
輪
観
音
の
構
造
」『
史
迹
と
美
術
』36
、
史
迹
美
術
同
攷
会
、
一
九
三
三
年
。
な
お
、
神
呪
寺
像
は
当
初
よ
り
左
足
を
踏
み

下
げ
て
は
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
皿
井
舞「

168　

如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
」東
京
国
立
博
物
館
ほ
か
編『
仁
和
寺
と
御
室
派
の

み
ほ
と
け
―
天
平
と
真
言
密
教
の
名
宝
―
』、
読
売
新
聞
社
、
二
〇
一
八
年
。

（
4
） 

本
像
は
近
年
の
修
理
で
、
円
筒
形
の
舎
利
容
器
が
納
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
新
た
に
確
認
さ
れ
た
。
蓋
板
が
後
補
の
た
め
、
納
入
品
が
後
世
の
も

の
で
あ
る
可
能
性
は
排
除
出
来
な
い
が
、
頭
部
に
内
刳
り
が
施
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
髻
に
納
入
す
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

 
 

髻
に
舎
利
を
納
入
す
る
事
例
と
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
建
久
三
年（
一
一
九
二
）に
快
慶
が
制
作
し
た
醍
醐
寺
三
宝
院
弥
勒
菩
薩
坐
像
で
あ
る
。

三
宝
院
像
は
本
像
と
同
様
に
髻
中
に
舎
利
容
器
を
納
入
す
る
。
副
島
氏
は
、
髻
に
舎
利
容
器
を
納
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
唐
・
善
無
畏
訳『
慈

氏
菩
薩
略
修
愈
誐
念
誦
法（
慈
氏
念
誦
法
）』の
所
説
に
基
づ
い
た
造
像
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
副
島
弘
道「
弥
勒
菩
薩
坐
像　

快
慶
作　

三
宝
院
護
摩
堂
所
在
」有
賀
祥
隆
ほ
か
編『
醍
醐
寺
大
観
』一
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。）た
だ
し
、
髻
に
舎
利
を
納
入
す
る
こ
と
を

説
く
儀
軌
は
管
見
の
限
り『
慈
氏
念
誦
法
』以
外
に
存
在
せ
ず
、
如
意
輪
観
音
と
の
関
連
性
は
認
め
難
い
。
加
え
て
、『
慈
氏
念
誦
法
』で
は
、
納
入

す
る
舎
利
は
七
粒
と
説
か
れ
、
本
像
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。

（
5
） 

像
底
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
板
の
底
面
に
朱
漆
で「
此
尊
像
去
／
寺
乞
請
於
／
修
覆
／
金
剛
輪
院
／
持
仏
堂
安
／
置
之
／
於
御
供
養
□
／
東
寺
長
者

検
／
校
醍
醐
寺
座
主
／
法
務
大
僧
正
／
高
賢
開
眼
執
／
行
之
所
也
／
寛
文
九
己
酉
年
十
月
十
七
日
成
身
院
法
眼
空
朝
奉
寄
進
之
」の
銘
記
が
書
か

れ
る
。
な
お
、
本
像
の
保
存
状
態
お
よ
び
像
内
納
入
品
に
つ
い
て
は
、『
如
意
輪
観
音
菩
薩
像　

一
軀　

修
理
報
告
書
』、
明
古
堂
、
二
〇
二
三
年

を
参
照
し
た
。
ま
た
、
二
〇
二
二
年
十
月
お
よ
び
二
〇
二
三
年
十
一
月
に
実
見
を
行
い
、
そ
の
際
の
知
見
に
基
づ
く
。

（
6
） 

安
藤
更
生「
醍
醐
の
如
意
輪
と
薬
師
像
」東
洋
美
術
研
究
會
編『
醍
醐
寺
の
研
究　

東
洋
美
術
特
輯
』、
飛
鳥
園
、
一
九
三
〇
年
。

（
7
） 

佐
和
隆
研『
密
教
の
寺　

そ
の
歴
史
と
美
術
』、
法
蔵
館
、
一
九
七
四
年
。

（
8
） 

注（
2
）井
上
書
籍
。
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半蔵門ミュージアム所蔵（醍醐寺旧蔵）如意輪観音菩薩坐像について

（
9
） 

副
島
弘
道「
11　

如
意
輪
観
音
踏
み
下
げ
像
」総
本
山
醍
醐
寺
、
日
本
経
済
新
聞
社
編『
祈
り
と
美
の
伝
承　

醍
醐
寺
展　

秀
吉
・
醍
醐
の
花
見
四

〇
〇
年
』、
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
。

（
10
） 
水
野
敬
三
郎「
醍
醐
寺
の
彫
刻
」有
賀
祥
隆
ほ
か
編『
醍
醐
寺
大
観
』一
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。

（
11
） 
杉
田
美
沙
紀「
醍
醐
寺
如
意
輪
観
音
半
跏
像
と
十
世
紀
前
半
の
彫
刻
」『
密
教
図
像
』37
、
密
教
図
像
学
会
、
二
〇
一
九
年
。

（
12
） 

注（
6
）安
藤
論
文
。

（
13
） 

石
川
知
彦「
大
峯
山
で
祀
ら
れ
た
尊
像
―
如
意
輪
観
音
三
尊
像
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
山
岳
修
験
』52
、
山
岳
修
験
学
会
、
二
〇
一
三
年
。

（
14
） 

清
水
紀
枝『
院
政
期
真
言
密
教
を
め
ぐ
る
如
意
輪
観
音
の
造
像
と
信
仰
』早
稲
田
大
学
論
文
リ
ポ
ジ
ト
リ
、
二
〇
一
二
年
。

（
15
） 

注（
11
）杉
田
論
文
。

（
16
） 

注（
2
）井
上
書
籍
。

（
17
） 

津
田
徹
英「
醍
醐
寺
五
大
明
王
像（
霊
宝
館
所
在
）の
伝
来
と
そ
の
造
像
」『
平
安
密
教
彫
刻
論
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
六
年
。

（
18
） 

藤
岡
穣「
18　

帝
釈
天
騎
象
像
」大
阪
中
之
島
美
術
館
、
日
本
経
済
新
聞
編『
開
創
１
１
５
０
年
記
念　

醍
醐
寺
国
宝
展
』、
日
本
経
済
新
聞
社
、

二
〇
二
四
年
。

（
19
） 

注（
9
）副
島
解
説
。

（
20
） 

注（
11
）杉
田
論
文
。
た
だ
し
、『
慶
延
記
』に
お
け
る
法
量
の
記
述
は
不
正
確
な
部
分
が
多
く
、
さ
ら
に
髪
際
高
で
計
測
し
て
い
な
い
事
例
も
認
め

ら
れ
る
た
め
、
直
ち
に
こ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
躊
躇
さ
れ
る
。

（
21
） 

副
島
弘
道「
座
主
義
演
と
醍
醐
寺
金
剛
輪
院
の
仏
像
」『
美
学
・
美
術
史
学
科
報
』30
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
美
学
美
術
史
学
科
、
二
〇
〇
二
年
。

（
22
） 『
醍
醐
寺
新
要
録
』巻
一　

如
意
輪
堂
条
。
京
都
府
教
育
委
員
会『
醍
醐
寺
新
要
録　

上
』、
田
中
文
功
社
、
一
九
五
一
年
に
依
る
。

（
23
） 

注（
11
）杉
田
論
文
。

（
24
） 

副
島
弘
道「
木
造
千
手
観
音
立
像
」副
島
弘
道
編『
醍
醐
寺
の
仏
像
』第
二
巻　

菩
薩
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
。

（
25
） 

津
田
徹
英「
醍
醐
寺
如
意
輪
観
音
像
考
」『
平
安
密
教
彫
刻
論
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
六
年
。

（
26
） 

注（
12
）（
13
）（
14
）参
照
。

（
27
） 

井
上
一
稔「
奈
良
時
代
の「
如
意
輪
」観
音
信
仰
と
そ
の
造
像
―
石
山
寺
像
を
中
心
に
―
」『
美
術
研
究
』353
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
一
九
九
二
年
。
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（
28
） 

注（
11
）杉
田
論
文
。

（
29
） 

朴
享
國「
如
意
輪
観
音
の
成
立
と
展
開
」『
佛
教
藝
術
』262
、
佛
教
藝
術
学
会
、
二
〇
〇
二
年
。

（
30
） 

大
正
蔵
三
九
巻
七
四
四
頁
。「
思
惟
手
謂
稍
屈
地
水
指
向
掌
。
餘
三
指
散
舒
三
奇
杖
稍
側
頭
。
屈
手
向
裏
。
以
頭
指
指
頬
」「
思
惟
の
手
は
、
謂
く

稍
地
水
指
を
屈
し
て
掌
へ
向
け
、
餘
の
三
指
散
じ
舒
べ
て
、
三
奇
杖
の
如
し
、
稍
し
く
頭
を
傾
け
、
手
を
屈
し
て
裏
を
向
け
、
頭
指
を
以
て
頬
を

指
せ
」（
読
み
下
し
は
津
田
徹
英「
醍
醐
寺
如
意
輪
観
音
像
考
」『
平
安
密
教
彫
刻
論
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
六
年
に
依
る
）

（
31
） 
注（
25
）津
田
論
文
。

（
32
） 

中
国
に
お
け
る
半
跏
思
惟
像
の
尊
名
に
つ
い
て
は
、
石
松
日
奈
子
氏
の
研
究
が
あ
る
。
石
松
氏
は
、
半
跏
思
惟
像
が「
太
子
思
惟
像
」あ
る
い
は
た

だ
の「
思
惟
像
」で
あ
っ
た
前
提
に
立
ち
な
が
ら
、
六
世
紀
以
降
に
菩
薩
半
跏
像
の
作
例
中
で
施
無
畏
印
を
結
ぶ
作
例
が
出
現
す
る
こ
と
に
注
目
さ

れ
た
。
施
無
畏
印
を
結
び
半
跏
す
る
弥
勒
像
と
半
跏
思
惟
像
が
図
像
交
錯
す
る
な
か
で
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
半
跏
思
惟
像
を
弥
勒
菩
薩
と
す
る

信
仰
へ
と
展
開
し
た
可
能
性
を
示
さ
れ
た
。（
石
松
日
奈
子「
弥
勒
像
坐
勢
研
究
―
施
無
畏
印
・
倚
坐
の
菩
薩
像
を
中
心
に
―
」『M

U
SEU

M
502

』、

東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
九
三
年
。）

（
33
） 

藤
岡
穣「
京
都
・
妙
傳
寺
と
兵
庫
・
慶
雲
寺
の
半
跏
思
惟
像
」『
東
ア
ジ
ア
仏
像
史
論
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
二
年
。

（
34
） 

大
西
修
也「
韓
国
半
跏
思
惟
像
の
尊
格
に
つ
い
て
」『
日
韓
古
代
彫
刻
史
論
』中
国
書
店
、
二
〇
〇
二
年
。
岩
崎
和
子「
弥
勒
信
仰
の
形
」（
井
手
誠
之

輔
、
朴
享
國
編『
ア
ジ
ア
仏
教
美
術
論
集　

東
ア
ジ
ア
Ⅵ
』中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
八
年
な
ど
。

（
35
） 

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ（https://w

w
w.digital.archives.go.jp

）を
参
照
。
こ
れ
ら
の
内
一
体
が「
泣
き
弥
勒
」に
当
た
る
と
の
指

摘
が
あ
る
。
注（
14
）清
水
論
文
。

（
36
） 

石
田
茂
作『
寫
經
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
佛
教
の
研
究
』、
東
洋
文
庫
、
一
九
三
〇
年
。

（
37
） 

注（
27
）井
上
論
文
。

（
38
） 

真
言
宗
全
書
刊
行
会『
真
言
宗
全
書
』第
28
、
一
九
三
三
年
に
依
る
。

（
39
） 

内
藤
藤
一
郎「
夢
殿
秘
仏
と
中
宮
寺
本
尊
」東
洋
美
術
研
究
会
、『
東
洋
美
術　

四
、
五
、
六
、
八
』、
飛
鳥
園
一
九
三
〇
〜
三
一
年
。

（
40
） 

源
豊
宗「
美
術
史
雑
記
―
中
宮
寺
本
尊
と
我
国
の
半
跏
思
惟
像
」仏
教
美
術
社
、『
仏
教
美
術　

一
八
』、
飛
鳥
園
、
一
九
三
一
年
。

（
41
） 

注（
14
）清
水
論
文
。

28



半蔵門ミュージアム所蔵（醍醐寺旧蔵）如意輪観音菩薩坐像について

（
42
） 

注（
14
）清
水
論
文
。

（
43
） 『
五
八
代
記
』、『
石
山
寺
座
主
伝
記
』、『
両
部
大
教
伝
来
要
文
』、『
血
脈
類
集
記
』、『
醍
醐
報
恩
院
血
脈
』、『
諸
門
跡
譜
』の
記
述
に
よ
る
。『
大
日
本

史
料
』天
暦
七
年
七
月
二
日
条
を
参
照
。

（
44
） 
密
教
辞
典
編
纂
会
編『
密
教
大
辞
典
』第
三
巻
、
法
蔵
館
、
一
九
七
九
年
。
一
一
〇
八
頁
。

（
45
） 

葦
原
寂
照
校『
聖
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
念
誦
次
第
』、
太
融
寺
刊
行
に
依
る
。「（
前
略
）宝
蓮
華
変
為
本
尊
。
六
臂
身
金
色
。（
中
略
）右
第
一
手
思

惟
。
第
二
手
持
如
意
宝
。
第
三
手
持
念
珠
。
左
第
一
手
按
山
。
第
二
手
持
蓮
花
。
第
三
手
持
輪
。（
後
略
）」

（
46
） 『
大
正
新
脩
大
蔵
経　

図
像
第
一
巻
』一
四
三
頁
。「
如
意
輪
菩
薩（
中
略
）紫
金
色
。
六
臂
。
右
第
一
手
思
惟
手
。
次
手
持
寶
。
次
手
持
念
珠
。
左

第
一
手
按
山
。
次
手
持
蓮
華
。
次
手
捧
金
輪
。
左
足
掌
上
立
右
足
。
坐
赤
蓮
華
。
後
本
圖
坐
白
蓮
華
也
。」（
傍
線
は
筆
者
が
補
う
）

（
47
） 

井
上
一
稔「
新
出
・
石
山
寺
木
造
如
意
輪
観
音
坐
像
を
め
ぐ
っ
て
」『
博
物
館
学
年
報　

35
』、
同
志
社
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程
、
二
〇
〇
三
年
。

（
48
） 

注（
30
）津
田
論
文
。

（
49
） 

注（
1
）大
隅
論
文
。

（
50
） 『
東
寺
長
者
補
任
』『
僧
綱
補
任
』『
醍
醐
寺
座
主
次
第
』『
密
宗
血
脈
抄
』『
本
朝
高
僧
伝
』の
記
述
に
よ
る
。『
大
日
本
史
料
』天
慶
七
年
七
月
二
十
三

日
条
を
参
照
。

（
51
） 

延
喜
十
九
年
九
月
十
七
日
官
蝶
。
中
島
俊
司
校
訂『
醍
醐
雑
事
記
』、
醍
醐
寺
、
一
九
三
一
年
に
依
る
。

（
52
） 

本
岡
幹
隆「
貞
崇
伝
小
考
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究　

28
』、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
一
九
八
〇
年
。

（
53
） 

竹
居
明
男「『
道
賢
上
人
冥
途
記
』・『
日
蔵
夢
記
』備
考（
続
）  
醍
醐
天
皇
崩
御
前
後
・
醍
醐
寺
・
僧
貞
崇
〜
両
書
が「
隠
し
た
」も
の
」『
人
文
学

174
』、

同
志
社
大
學
人
文
學
會
、
二
〇
〇
二
年
。

（
54
） 

井
上
友
莉
子「
貞
崇
と
空
海
の
虚
空
蔵
求
聞
持
法
修
学
説
話
」『
人
間
文
化
研
究　

33
号
』、
名
古
屋
市
立
大
学
、
二
〇
二
〇
年
。

（
55
） 

藤
岡
穣「
伝
説
の
尊
像
、
蔵
王
権
現
の
成
立
と
展
開
」『
東
ア
ジ
ア
仏
像
史
論
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
一
年
。

（
56
） 

近
本
謙
介「
平
安
時
代
の
東
大
寺
に
お
け
る
修
験
と
浄
土
教
―
聖
宝
と
永
観
を
中
心
に
―
」『
ザ
・
グ
レ
イ
ト
ブ
ッ
ダ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
集
第
11

号　

論
集　

平
安
時
代
の
東
大
寺
―
密
教
興
隆
と
末
法
到
来
の
な
か
で
―
』、
東
大
寺
、
二
〇
一
四
年
。

（
57
） 『
類
聚
符
宣
抄
』延
喜
五
年
七
月
五
日
条
。
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（
58
） 

横
内
裕
人「
平
安
期
東
大
寺
の
僧
侶
と
学
問
―
特
に
院
政
期
の
宗
と
院
家
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
ザ
・
グ
レ
イ
ト
ブ
ッ
ダ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
集
』第

11
号　

論
集　

平
安
時
代
の
東
大
寺
―
密
教
興
隆
と
末
法
到
来
の
な
か
で
―
、
東
大
寺
、
二
〇
一
四
年
。
ま
た
、
東
寺
観
智
院
本
・
仁
海
筆『
密

教
師
資
付
法
次
第
千
心
』中
の「
僧
正
聖
宝
授
法
弟
子
卅
五
人
」名
簿
に
は
、
貞
崇
は
延
敒
よ
り
も
上
座
に
い
な
が
ら
東
南
院
を
継
承
し
て
い
な
い

こ
と
も
横
内
氏
の
指
摘
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
59
） 『
吏
部
王
記
』承
平
元
年
四
月
二
十
日
条
お
よ
び
同
年
六
月
一
日
条
。
な
お
、
津
田
氏
は
延
賀
が
下
醍
醐
造
営
に
関
わ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
観
賢

の
遺
志
を
承
け
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
。
津
田
徹
英「
醍
醐
寺
伽
藍
整
備
期
の
造
仏
工
房
」『
平
安
密
教
彫
刻
論
』、
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
一
六
年
。

（
60
） 

京
都
大
学
本
を
参
照
。
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ（https://rm

da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item
/rb00019002

）に
て
閲
覧
。

（
61
） 

佐
和
隆
研「
山
岳
信
仰
の
美
術
」『
佐
和
隆
研
著
作
集
』第
三
巻　

仏
教
美
術
論
、
法
蔵
館
、
一
九
九
七
年
。

（
62
） 

有
賀
祥
隆
ほ
か
編『
醍
醐
寺
大
観
』一
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
一
四
五
頁
を
参
照
。

（
63
） 『
扶
桑
略
記
』寛
治
七
年
九
月
二
十
日
条
。『
大
日
本
史
料
』寛
治
七
年
九
月
二
十
日
条
を
参
照
。

（
64
） 

注（
13
）石
川
論
文
。

（
65
） 

注（
55
）藤
岡
論
文
。

﹇
図
版
出
典
﹈

挿
図
1　

半
蔵
門
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
よ
り
提
供
。
挿
図
2
・
5
・
7　

副
島
弘
道
編『
醍
醐
寺
の
仏
像　

第
三
巻　

明
王
』、
勉
誠
出
版
、
２
０
２
２
年
よ

り
転
載
。
挿
図
3
・
10　

副
島
弘
道
編『
醍
醐
寺
の
仏
像　

第
二
巻　

菩
薩
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
よ
り
転
載
。
挿
図
4
・
9　

副
島
弘
道
編『
醍

醐
寺
の
仏
像　

第
一
巻　

如
来
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
よ
り
転
載
。
挿
図
6　

藤
岡
穣
氏
よ
り
提
供
。
挿
図
8　

有
賀
祥
隆
ほ
か
編『
醍
醐
寺
大

観
1
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
よ
り
転
載
。
挿
図
11
ａ　

奈
良
国
立
博
物
館
編『「
観
音
の
み
て
ら
」石
山
寺
』展
図
録
、
二
〇
〇
二
年
よ
り
転
載
。　

挿
図
11
ｂ　

大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会『
大
正
新
脩
大
蔵
経　

図
像
第
3
巻
』、
大
蔵
出
版
、
一
九
三
二
年
よ
り
転
載
。
挿
図
12　
ｅ
国
宝（https://

em
useum

.nich.go.jp/top?langId=ja&
w

ebV
iew

=

）よ
り
転
載
。
挿
図
13　

大
津
市
歴
史
博
物
館『
企
画
展　

石
山
寺
と
湖
南
の
仏
像
―
近
江
と
南
都
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を
結
ぶ
仏
の
道
―
』、
二
〇
〇
八
年
よ
り
転
載
。

﹇
付
記
﹈

　

本
稿
は
令
和
六
年
一
月
に
大
阪
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
修
士
論
文
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
す
。
論
文
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
指
導
教
員
で

あ
る
大
阪
大
学
大
学
院
藤
岡
穣
教
授
、
青
山
学
院
大
学
津
田
徹
英
教
授
よ
り
終
始
ご
指
導
を
賜
り
、
ご
助
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
作
品
調
査
お

よ
び
写
真
掲
載
に
あ
た
り
、
所
蔵
者
で
あ
る
半
蔵
門
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
山
本
勉
館
長
に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
、
謹
ん
で
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生
）
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SUMMARY

Study of the Seated Cintamani-cakra Bodhisattva in the Collection of 
Hanzomon Museum (Formerly Owned by Daigoji Temple)

Daigo Machida

�e statue of Cintāmaṇicakra Avalokiteśvara (Nyoirin Kannnon), formerly 
housed in Daigoji Temple, exhibits a unique iconography. Although the statue 
is considered to make back to the 10th century, its position in the history of 
sculpture has not been established. �erefore, this study examines the produc-
tion date and attempts to analyze its unique iconographic expression including 
monks.

Regarding the production date, the slender body type of the statue resem-
bles that of the Daiitoku Myōō statue in the Godai-do Hall of Daigoji Temple, 
created around Engi 13 (913). However, the expression that reduces the �esh-
iness of the upper body is akin to the Sahasrabhuja Avalokiteśvara statue of 
Daigoji Temple, produced during the Tentoku era (957-961). �e design of the 
drapery is similar to the Five Great Wisdom Kings statues of the Chuin Hall in 
Daigoji Temple, made before Encho 3 (925). While the overall form is similar 
to examples from the �rst quarter of the 10th century, elements such as the re-
duction of �eshiness suggest a slightly later period. �erefore, it is considered to 
have been produced around the second quarter of the 10th century.

�e iconographic expression of the statue has been noted for its relation-
ship with the Bodhisattva statue of Ishiyama-dera Temple, said to be Nyoirin 
Kannon. However, the Ishiyama-dera statue is not in a contemplative pose, 
which marks a signi�cant di�erence. It is considered to be related to the form 
of a statue of a �gure sitting contemplatively in the half-lotus position. Among 
the examples of half-seated contemplative statues, some exhibit hand gestures 
similar to those of the Nyoirin Kannon. �is suggests the possibility that the 
half-seated contemplative statue might have been recognized as a Nyoirin Kan-
non before the Ishiyama-dera statue was identi�ed as such.

Regarding the person who conceived the iconography of this statue, the 
author focuses on the monk Jōsu (866-944). Although he became the fourth 
abbot of Daigoji Temple, he is believed to have implemented policies close to 
the teachings of Shobo. It is suggested that the iconographic expression of this 
statue might have been intended to assert his own religious lineage."
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